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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　服を着たまま水の中に落ちた場合に、どのように自分の身を守っていくかを
学ぶ「着衣泳学習」が平賀小学校で行われました。4年～6年生約50人が服や靴
を身に着けたままプールに入り、空のペットボトルなどの身の回りにあるもの
を使って浮かぶ方法を学びました。長袖、長ズボン姿の子どもたちは「重い」「泳
ぎにくい」などの声を上げ、動きにくさを実感していました。
　命を守るための着衣泳学習は、毎年、夏休みを迎える前に水泳学習のまとめ
として、市内の全ての小学校で実施されています。
指導課指導班（☎33-4705）

万一の時は「浮いて待つ」

　2020年東京オリンピックで正式種目に採用され、注目を集めているスポーツク
ライミングは「ボルダリング」「リード」「スピード」の3種目に分かれ、その「リード」
種目の施設が松山下公園総合体育館に設置されています。高さ約15㍍の壁にホー

だれもが気軽に始められる
人気のスポーツクライミング施設
（松山下公園総合体育館メインアリーナ）　

専門コーチの指導で安全クライミング

日本選手権の会場になり、多くのファンが訪れています。世
界のトップを目指すアスリートが一人でも多く出てくること
が期待される施設、一度トライしてみてはいかがでしょうか。

自分の命の守り方を学ぶ
着衣泳学習

自分たちのまちを守るために
印旛支部消防操法大会
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広報レポーター
宇野 建夫（小倉台）

問印西市教育委員会教育部　スポーツ振興課
　（〒270-1367　印西市浦部275
　☎42-8417・D42-8427）

ルドと呼ぶカラフルな突起が無数に並び、競技に必要な道具はハーネス、
ロープ、さらに滑り止めのチョークと専用のシューズです。年に12回開
催される「クライミング教室」には、小学生も多く参加され、小さな体でホー
ルドを掴み、ロープを器用に操り大人顔負けのスピードで登って行きます。
「目標はオリンピックに出場することです」と頼もしい小学生です。岩山を
登るロッククライミングから派生した競技で危険なイメージもあります
が、実際に見てみると子供から中高年まで気軽に始められる安全に配慮さ
れた楽しいスポーツであることがよくわかります。
　このクライミングウォールは国内でも屈指の施設でこれまで世界大会や

トップアスリートを
目指して

　消防団の洗練された消防技
術の向上と団員の誇りと威信
をかけた熱戦が、成田市大栄
運動場で開催されました。
　大会には市の代表として、
ポンプ車の部で第1分団第1
部（木下、木下東1丁目、木
下南）が、小型ポンプ車の部
で第8分団第1部（瀬戸、美瀬）
が出場しました。
　大会当日は、厳しい訓練で
鍛えられた演技を存分に披露
し、第1分団第1部が優良賞
（第3位）、第8分団第1部が敢
闘賞（第4位）となりました。
防災課防災班（☎33-4404）

第1分団第1部の選手の皆さん

第8分団第1部の選手の皆さん

　19組の親子が参加し、普段体験することがないカヌーに、身近な場所で
挑戦しました。慣れない水上でのパドルさばきに、参加者は四苦八苦しなが
らも、ISJカヌー同好会による手ほどきで、楽しいひと時を過ごしました。
印旛公民館（☎98-0427）

7/7ドキドキワクワクを親子で体験
毎月第1土曜 親子カヌー教室
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※個人で利用する場合は、施設利用認定会での合格が必要です




